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講 義 要 項 

授業科目 解剖生理学Ⅰ(恒常性・骨格系・筋系) 担当者 村瀬 健太郎 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

1 単位 30 時間 講義・演習・DVD・その他 1 年次・前期 

授

業

目

標 

１．人体の形態と生理的機能を系統的に理解する。 

２．生命現象の基本を学び、身体的変化、外部環境に伴う調節機能について理解する。  

授 

業 

内 

容 

１．看護の土台となる解剖生理学 

 １)ホメオスタシス                ２)フィードバック機構 

２．体を支える仕組み 

 １)骨と骨格                   ２)頭蓋・体幹の骨格 

 ３)上肢の骨格                  ４)下肢の骨格 

 ５)関節の構造と種類 

３．体を動かす仕組み 

 １)筋の種類                   ２)筋の機能 

 ３)骨格筋の解剖生理 

 

 

 

 

 

 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能(１)，解剖生理学，医学書院． 

２．目で見る身体のメカニズム，医学書院．  

３．ネッター解剖学カラーリングテキスト 南江堂 

評

価 

１．単位修得試験 

 

 

 

備

考 

実務経験：鹿児島鍼灸専門学校において、豊富な実務経験を活かした授業を行う。 

 

 

 


